
モデル事業実施例　概要書

平成30年度

○事業概要 ○仕事の内容

○成果や課題

職員体制

仕事の確保方法 ○若年性認知症の人に向いていると思われる作業内容

・3月に地元霊園墓地の草取りを依頼されました。もっと他企業と交流を

増やして、理解を得れば、逆にできないことはないと感じました。

　全ての作業は一律、30分500円で請け負っています。
　・草刈り
 　依頼主宅の庭、枝木の剪定、回収など請け負って行います。また、ファミリ
マー
   ト様の各店舗の駐車場の雑草掃除、竹やぶの伐採、お茶刈りなども依頼が
あった
   ら行うようにしています。
　・部屋の掃除
 　依頼主宅へ訪問し、片付け、ゴミの除去、掃除などを行います。また、花壇
の整
   理整頓など、その都度依頼主の申し出により行っています。
　・店内の掃除
 　毎週日曜日、10時～11時まで、焼肉屋さんの掃除を請け負って行っていま

・基本的には石津が働き隊の担当として、事前打ち合わせを行くよ
うにしています。用事がある時などは、担当スタッフ3名を分散
し、適宜見守りを行っています。スタッフ1名～2名、利用者1名～4
名で、常に行動をしています。

・草取りは本当に集中してやってくれます。店内の掃除や作業なども、一
つ一つ工程を説明すれば、十分やれる仕事は増えると思います。

・中日新聞へ記載されたことから、認知度もあり、当初は問い合わ
せもいくつかありました。またテレビ放映、地元の回覧の配布、主
治医、介護事業所へのPRを行い受注しました。当家の活動は5月か
ら行っていますが、5月6月は忙しく、14日の稼働で、ほぼ草取りが
メインでした。仕事がない時などは、不動産屋、コンビニ店舗への
チラシを配布も行いました。

草刈り 　　 計17回　（1回あたり2時間）依頼主宅、店舗
部屋の掃除　計5回　 （1回あたり1時間～2時間）依頼主宅
店内の掃除　計36回　（1回あたり1時間）店舗、毎週日曜日
洗車　　　　計1回　 （1台あたり1時間）依頼主

・成果
　「仕事」という認識を持ってもらい、とても集中して活動ができました。デイ
サービスという閉鎖的な活動に限らず、外へ出て、多くの方と交流をし、活動状
況を見てもらい、「こんなきれいにやってくれるの？」「まだ元気そうなのにデ
イに通っているの？」と驚かれることが多くありました。当家の活動というよ
り、認知症に対する見方がちょっとずつですが、変わったことが実感としてあり
ます。
・課題
それぞれの得手不得手を把握し、人間関係を構築し、本当に仕事ができるか否か
の判断が難しかったです。また、保険には加入しているものの、危険な仕事もあ
るので、どこで線引きするかが大変でした。人手不足の影響で、どうしても働き
隊は二の次、三の次になりがちでした。

若年性認知症居場所（仕事の場）づくり支援事業

法人・事業所名　：　株式会社　道　（憩の家みち）

・認知症の人利用人数　  6　人（うち若年性認知症の人　1　人）
・認知症の人延べ人数　107　人(うち若年性認知症の人　55人）
・延べ開催日数　59　日 (うち若年性認知症参加した日数　56日）
・認知症の人への工賃（謝金）　　合計　　79,700　　　円
（若年性認知症の人への工賃（謝金）　合計　24,540　　円）

開催日時・実施場所

利用者の状況（人数・状況等の推移）


